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最
初
に
申
し
上
げ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

そ
も
そ
も
私
た
ち
は
、
任
意
に
生
命
保
険

や
医
療
保
険
に
入
ら
な
く
て
も
、
す
で
に
不

測
の
事
態
へ
対
す
る
保
障
を
あ
る
程
度
確
保

し
て
い
ま
す
。

国
に
よ
る
公
的
年
金
制
度
や
公
的
医
療

保
険
制
度
は
も
ち
ろ
ん
、
公
務
員
の
皆
さ
ま

は
さ
ら
に
、
加
入
す
る
共
済
組
合
や
互
助
会

な
ど
か
ら
様
々
な
給
付
を
得
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
（
図
表
１
）。

む
だ
の
な
い
保
障
設
計
の
基
本
は
、
困
っ

た
事
態
が
起
き
た
時
、
自
分
が
現
在
、
ど
の

よ
う
な
給
付
を
受
け
ら
れ
る
か
を
具
体
的
に

理
解
し
、「
不
足
分
を
補
う
」
感
覚
で
私
的

準
備
を
行
う
こ
と
で
す
。

た
だ
残
念
な
こ
と
に
、
公
務
員
の
方
の
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
に
講
師
と
し
て
お
伺

い
し
ま
す
と
、
多
く
の
方
は
よ
く
わ
か
ら
な

い
ま
ま
、
生
命
保
険
や
医
療
保
険
に
入
り
過

ぎ
て
い
る
現
状
が
あ
る
よ
う
で
す
。

イ
ザ
と
い
う
時
の
安
心
と
は
い
え
、
入
り

過
ぎ
れ
ば
保
険
料
の
負
担
は
重
く
な
り
ま
す
。

重
く
な
り
過
ぎ
た
保
険
料
は
、
長
い
目
で
見

た
家
計
の
健
全
性
を
奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

実
際
に
わ
が
国
で
は
、
九
割
の
世
帯
が
何

ら
か
の
生
命
保
険
契
約
を
し
、
年
平
均
四
五

万
円
も
の
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
ま
す
（
生

命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
「
生
命
保
険
に
関
す

る
全
国
実
態
調
査
」
平
成
二
一
年
）。
仮
に

こ
の
支
払
い
を
一
〇
年
続
け
れ
ば
、
総
支
払

保
険
料
は
四
五
〇
万
円
、
二
〇
年
で
九
〇

〇
万
円
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
幼
稚
園
か

ら
高
校
ま
で
の
子
ど
も
の
教
育
費
に
相
当
す

る
、
と
て
も
大
き
な
金
額
と
な
る
わ
け
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
私
た
ち
の
不
測
の
事
態

は
死
亡
や
入
院
に
限
り
ま
せ
ん
し
、
一
方
で

家計見直し講座②

公務員にマッチする
死亡保障のツボ

清水　香
ファイナンシャルプランナー・CFP認定者

【しみず かおり】中央大学卒業。10年間の生損
保代理店での実務経験の後、2001年、特定の金
融機関に属さないファイナンシャルプランナーと
して独立、活動開始。個人相談のほか、企業・
団体への講演、執筆活動を行う。近著に『見直
し以前の“いる保険”“いらない保険“の常識』
がある。
http://www.fp-clue.com/
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民
間
保
険
で
カ
バ
ー
で
き
る
不
測
の
事
態
は

限
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
民
間
保
険
は
あ
く
ま
で
も
現
在
の

公
的
制
度
の
補
完
と
し
て
存
在
す
る
も
の
で

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
将
来
の
公
的
制
度
や

物
価
水
準
、
そ
し
て
社
会
・
経
済
環
境
は

変
化
が
つ
き
も
の
。
前
提
と
な
る
公
的
制
度

や
社
会
が
変
わ
れ
ば
、
あ
る
べ
き
私
的
保
障

も
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

一
方
で
、
何
に
で
も
使
え
る
万
能
の
備
え

は
「
貯
蓄
」
で
す
。
貯
蓄
が
少
な
く
不
測
の

事
態
へ
の
耐
性
の
弱
い
現
役
世
帯
が
、
足
元

の
家
計
を
支
え
る
た
め
用
い
る
の
が
保
険
。

つ
ま
り
保
険
と
は
、
貯
蓄
が
積
み
上
が
る
ま

で
の
「
つ
な
ぎ
」
で
あ
り
、
貯
蓄
が
積
み
上

が
っ
て
き
た
ら
、卒
業
し
て
も
よ
い
も
の
で
す
。

保
障
が
必
要
な
時
期
で
も
、
公
的
保
障

や
勤
務
先
の
保
障
な
ど
「
す
で
に
あ
る
保
障
」

を
踏
ま
え
、
不
足
分
だ
け
補
う
よ
う
に
す
れ

ば
、
保
障
は
少
な
く
で
き
ま
す
。
保
険
料
が

減
れ
ば
家
計
の
お
金
の
流
れ
も
変
わ
っ
て
き

ま
す
。
住
宅
ロ
ー
ン
返
済
を
早
く
進
め
る
こ

と
が
で
き
た
り
、
貯
蓄
の
ペ
ー
ス
を
ア
ッ
プ

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
家
計
の
健
全
化

が
図
ら
れ
、
自
分
の
た
め
に
使
え
る
お
金
も

増
え
る
は
ず
で
す
。

今
回
か
ら
二
回
に
わ
け
て
、
公
務
員
の
皆

さ
ま
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
た
死
亡
保
障
・
医

療
保
障
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す

く
解
説
し
て
い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
最
後
ま
で

お
付
き
合
い
く
だ
さ
い
。

す
で
に
あ
る
保
障
①
「
遺
族
年
金
」

生
計
維
持
者
の
死
亡
で
残
さ
れ
た
家
族

は
、
公
的
年
金
制
度
か
ら
遺
族
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
わ
が
国
で
は
職

業
に
よ
っ
て
加
入
す
る
年
金
制
度
が
異
な
る

た
め
、
遺
族
が
受
け
取
れ
る
年
金
も
そ
れ
に

応
じ
て
変
わ
り
ま
す
。

公
務
員
の
場
合
、
残
さ
れ
た
家
族
は
「
遺

族
共
済
年
金
」
の
対
象
と
な
り
、
子
ど
も
が

い
れ
ば
「
遺
族
基
礎
年
金
」
も
合
わ
せ
て
受

け
取
れ
ま
す
。
子
ど
も
が
い
な
い
四
〇
歳
以

上
の
妻
は
「
中
高
齢
寡
婦
加
算
」
も
受
給

で
き
ま
す
（
図
表
２
）。
こ
れ
ら
は
、
残
さ

図表1　「すでにある保障」を踏まえて検討

図表2　標準世帯　夫死亡時の遺族年金例

「不足する部分を
補う」だけでＯＫ

保障の土台となる
のが国の制度

勤め先による
保障は見逃せない

公的医療保険制度・公的年金制度

勤め先・共済組合や互助会の制度

生命保険や医療保険

「すでにある保障」

家族は妻と高校卒業未満の子ども2人

夫死亡

妻40歳 妻65歳

遺族共済年金

中高齢寡婦加算

遺族基礎年金

上の子どもが18歳まで
年124万7,900円支給

下の子どもが18歳まで
年102万円支給

今までの給与により
年金額が決定

夫死亡時40歳以上、子のない妻に
59万4,200円を65歳まで支給
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れ
た
家
族
の
収
入
の
土
台
と
な
る
、
と
て
も

頼
り
に
な
る
制
度
で
す
。
以
下
、
標
準
世
帯

の
例
を
中
心
に
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
遺
族
基
礎
年
金
】

妻
と
子
ど
も
が
遺
族
の
場
合
に
受
け
取
れ

ま
す
。
逆
に
、
生
計
維
持
者
が
妻
で
あ
っ
て

も
、
夫
と
子
ど
も
が
遺
族
の
場
合
は
残
念
な

が
ら
受
け
取
れ
ま
せ
ん
。

受
け
取
れ
る
金
額
は
子
ど
も
の
数
に
応
じ

た
定
額
で
す
が
、
物
価
変
動
に
応
じ
て
毎
年

年
金
額
が
見
直
さ
れ
ま
す
。

年
金
額
は
、
遺
族
構
成
に
よ
り
異
な
り
ま

す
（
図
表
３
）。
妻
と
子
ど
も
二
人
の
場
合
、

年
金
額
は
約
一
二
四
万
円
で
す
か
ら
、
月
約

一
〇
万
円
と
い
う
こ
と
で
す
。
三
人
以
降
は

子
ど
も
の
数
に
応
じ
て
加
算
が
あ
り
ま
す
。

昨
今
で
は
、
ひ
と
り
親
が
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
イ
ザ
と
い
う
時
は
子
ど
も
だ
け

が
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
場

合
の
遺
族
年
金
額
は
、
子
ど
も
二
人
で
約

一
〇
二
万
円
、
三
人
以
降
は
子
ど
も
の
数
に

応
じ
加
算
さ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
年
金
上
で
言
う
「
子
ど
も
」

と
は
、
一
八
歳
で
最
初
の
三
月
を
迎
え
る
ま

で
の
人
を
指
し
ま
す
の
で
、
高
校
卒
業
相
当

の
時
期
ま
で
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
（
子
ど
も
が
障
害
等
級
一

級
ま
た
は
二
級
の
場
合
に
は
、
二
〇
歳
）。

【
遺
族
共
済
年
金
】

夫
死
亡
時
に
妻
が
受
け
取
れ
、
年
金
額

は
生
前
の
給
与
等
で
決
ま
り
ま
す
（
ざ
っ
く

り
、
そ
れ
ま
で
支
払
っ
た
年
金
保
険
料
で
受

け
取
れ
た
は
ず
の
共
済
年
金
の
四
分
の
三
相

当
額
で
す
）。

妻
が
再
婚
し
な
い
限
り
一
生
涯
に
わ
た
り

年
金
を
受
け
取
れ
ま
す
。妻
が
働
い
て
い
て
も
、

夫
死
亡
時
の
年
収
が
恒
常
的
に
八
五
〇
万
円

以
上
で
な
け
れ
ば
受
け
取
れ
ま
す
。

子
ど
も
が
い
れ
ば
遺
族
基
礎
年
金
が
同
時

に
、
子
ど
も
が
い
な
け
れ
ば
、
あ
る
い
は
子

が
一
八
歳
以
上
の
場
合
に
は
中
高
齢
寡
婦

加
算
が
プ
ラ
ス
さ
れ
、
自
分
の
年
金
受
給
が

始
ま
る
六
五
歳
ま
で
は
二
つ
の
年
金
が
受
け

取
れ
ま
す
（
図
表
２
）。

逆
に
、
公
務
員
の
妻
が
死
亡
し
、
夫
と
子

ど
も
が
残
さ
れ
た
場
合
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

夫
は
、
妻
の
遺
族
共
済
年
金
の
対
象
に
な

り
ま
す
が
、
年
金
の
受
け
取
り
は
六
〇
歳
ま

で
は
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。
そ
の
後
自
分

の
年
金
が
始
ま
れ
ば
、
自
分
の
年
金
か
、
妻

の
遺
族
年
金
か
い
ず
れ
か
高
い
方
を
選
択
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
夫
は
、
妻
が
死
亡
し
て
も
遺
族
共

済
年
金
を
受
け
取
り
に
く
い
の
で
す
。

た
だ
し
、
残
さ
れ
た
子
ど
も
は
遺
族
共
済

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
同
居

し
て
い
る
夫
、
あ
る
い
は
親
権
者
等
の
収
入

要
件
は
な
く
、
子
ど
も
自
身
が
就
学
中
な
ど

で
収
入
要
件
（
恒
常
的
な
年
収
八
五
〇
万

円
）
に
か
か
ら
な
け
れ
ば
、
子
ど
も
の
高
校

卒
業
相
当
の
時
期
ま
で
遺
族
共
済
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
図
表
4
）。

た
だ
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
場
合
に
は

遺
族
基
礎
年
金
は
支
給
さ
れ
な
い
た
め
妻
と

子
が
残
さ
れ
る
よ
り
遺
族
年
金
が
手
薄
と
な

り
ま
す
。

昨
今
で
は
共
働
き
家
庭
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
不
測
の
事
態
が
起

図表3　遺族基礎年金の額

遺族構成 妻と子 子のみ

子ども1人 1,020,000円 792,100円

子ども2人 1,247,900円 1,020,000円

子ども3人 1,323,800円 1,095,900円

子ども4人目以降 1,323,800円
+１人に付き75,900円

1,095,900円
+１人に付き75,900円

（年額）
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き
た
時
、「
わ
が
家
の
場
合
は
ど
う
な
る
の
か
」

を
予
測
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
遺
族
共
済
年
金
は
配
偶
者
以
外

に
も
、
子
ど
も
・
両
親
・
孫
・
祖
父
母
の

順
番
で
も
ら
え
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

す
で
に
あ
る
保
障
②
「
共
済
組
合
・

互
助
組
合
な
ど
の
保
障
」

共
済
組
合
や
互
助
会
な
ど
勤
務
先
か
ら
得

ら
れ
る
保
障
も
ぜ
ひ
知
っ
て
お
き
た
い
も
の

で
す
。
死
亡
退
職
金
や
弔
慰
金
、
遺
児
育

英
年
金
や
見
舞
金
な
ど
、
加
入
先
の
制
度

に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
ど
れ
も
イ
ザ
と
い

う
時
、
と
て
も
助
か
る
制
度
で
す
。
い
く
つ

か
の
所
属
す
る
組
織
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
保
障

を
得
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
合
計
す
る
と
ま

と
ま
っ
た
一
時
金
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
情
報
は
「
共
済
組
合
の
し
お
り
」

な
ど
に
載
っ
て
い
ま
す
。
勤
め
先
の
イ
ン
ト

ラ
ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
て
情
報
が
得
ら
れ

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
調
べ
て
み
ま

し
ょ
う
。

【
五
〇
歳
男
性
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
】

も
う
少
し
踏
み
込
ん
で
、
具
体
的
に
見
て

み
ま
し
ょ
う
（
図
表
５　

注
：
複
数
の
例
を

ミ
ッ
ク
ス
し
た
架
空
の
例
）。

勤
続
二
七
年
、
給
料
は
約
四
〇
万
円
で
、

妻
と
高
校
生
の
長
男
、
中
学
生
の
長
女
と
い

う
家
族
構
成
で
す
。

五
〇
歳
時
点
で
本
人
が
死
亡
し
た
場
合
、

遺
族
年
金
は
月
額
約
一
七
万
四
〇
〇
〇
円

で
す
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
子
ど
も
の
年
齢

等
で
年
金
額
は
将
来
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

一
時
金
で
受
け
取
れ
る
分
と
し
て
、
ま
ず

退
職
金
が
約
二
〇
〇
〇
万
円
、
そ
の
他
に

共
済
組
合
か
ら
支
払
わ
れ
る
埋
葬
料
七
万
五

〇
〇
〇
円
、
互
助
組
合
等
か
ら
支
払
わ
れ
る

弔
慰
金
一
〇
万
円
。
合
計
で
約
二
〇
一
七

万
円
で
す
。

こ
の
お
金
を
一
％
で
運
用
し
な
が
ら
毎

月
一
〇
万
円
ず
つ
取
り
崩
す
と
、
一
八
年

五
カ
月
使
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
考
え
ま

す
と
、
当
座
は
遺
族
年
金
と
合
わ
せ
、
月

二
七
・
四
万
円
が
確
保
さ
れ
る
計
算
に
な
り

ま
す
。

こ
の
他
、
加
入
先
に
よ
っ
て
は
遺
子
加
算

や
遺
児
育
英
年
金
に
よ
る
給
付
を
行
う
ケ
ー

ス
も
あ
り
、
そ
の
場
合
は
給
付
が
さ
ら
に
手

厚
く
な
り
ま
す
。

図表4　標準世帯　妻死亡時の遺族年金例

図表5　50歳男性の例

今までの給与により
年金額が決定

遺族共済年金

子が受給権者となる

この場合、同居していたとしても、
夫の年収は問われない

妻死亡 子18歳

このケースの遺族年金は
遺族共済年金  約7万円
遺族基礎年金  約10.4万円
合計では月  約17.4万円

1％で運用しながら
月10万円取り崩す場合、
18年5カ月もちます

団体信用生命保険が
あれば住宅ローン返済は
なくなる

死亡時50歳の例
前提条件：給与　約40万円　勤続年数27年
　　　　　家族は妻（48歳）長男（17歳）長女（14歳）

一時金：退職金 約2,000万円
　　　　埋葬料 7.5万円
　　　　弔慰金 10万円
　　　　合計 約2,017万円
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ま
ず
は
、
ご
自
身
が
加
入
し
て
い
る
共
済

組
合
や
互
助
会
の
制
度
を
一
度
調
べ
て
み
ま

し
ょ
う
。

す
で
に
あ
る
保
障
③  

団
体
信
用
生
命
保
険

す
で
に
あ
る
保
障
を
ふ
ま
え
た
不
測
の
事

態
時
は
こ
の
よ
う
に
変
化
し
ま
す
。
一
方
で

支
出
も
現
在
と
同
じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

現
役
世
代
の
多
く
の
世
帯
に
お
い
て
、
最
も

大
き
な
支
出
は
住
居
費
で
す
が
、
住
居
費
が

変
わ
る
と
、
後
の
家
計
は
大
き
く
変
わ
っ
て

く
る
は
ず
で
す
。

住
宅
ロ
ー
ン
を
組
ん
で
マ
イ
ホ
ー
ム
を
取

得
す
る
場
合
、融
資
す
る
民
間
金
融
機
関
は
、

一
部
の
例
外
を
除
き
団
体
信
用
生
命
保
険
へ

の
加
入
を
融
資
条
件
と
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
団
体
信
用
生
命
保
険
の
加
入
者
が
死
亡
・

高
度
障
害
状
態
に
な
っ
た
場
合
、
ロ
ー
ン
残

高
分
の
生
命
保
険
金
が
銀
行
に
支
払
わ
れ
ま

す
。
つ
ま
り
不
測
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、

ロ
ー
ン
の
完
済
し
た
マ
イ
ホ
ー
ム
が
残
る
の

で
す
。

私
的
に
準
備
す
る
な
ら

「
グ
ル
ー
プ
保
険
」
を
優
先

変
化
を
踏
ま
え
た
予
測
を
具
体
的
に
行

い
、
支
出
が
収
入
を
上
回
る
よ
う
で
し
た
ら
、

私
的
に
死
亡
保
障
を
検
討
し
ま
す
。
そ
の

際
は
、「
い
つ
ま
で
、
い
く
ら
必
要
な
の
か
」

を
具
体
的
に
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

保
険
商
品
を
選
ぶ
際
は
、
受
け
取
れ
る
保

険
金
が
同
額
で
あ
れ
ば
、
い
う
ま
で
も
な
く

で
き
る
だ
け
安
い
保
険
を
選
び
ま
す
。
昨
今

で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
直
販
に
よ
る
割
安

な
生
命
保
険
も
あ
り
ま
す
が
、
職
場
の
グ
ル

ー
プ
保
険
は
直
販
の
保
険
よ
り
安
く
な
る
ケ

ー
ス
も
あ
る
の
で
見
逃
せ
ま
せ
ん（
図
表
６
）。

グ
ル
ー
プ
保
険
は
一
年
更
新
の
死
亡
・
医

療
の
シ
ン
プ
ル
な
定
期
保
険
。
退
職
時
ま

で
な
ど
一
定
期
間
ま
で
を
保
障
す
る
商
品
で

す
。
現
役
世
代
の
不
測
の
事
態
に
備
え
な
が

ら
も
保
険
料
が
安
い
か
ら
こ
そ
、
一
方
で
貯

蓄
を
す
る
余
力
を
持
て
ま
す
。
こ
の
点
が
グ

ル
ー
プ
保
険
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

保
険
料
は
団
体
の
規
模
や
制
度
に
よ
り
異

な
り
ま
す
が
、
加
入
者
の
多
い
団
体
ほ
ど
保

険
料
は
安
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

配
当
金
も
魅
力
で
す
。
想
定
よ
り
も
保
険

金
の
支
払
い
が
少
な
い
場
合
に
契
約
者
に
割

戻
さ
れ
る
の
が
配
当
金
で
、
各
年
度
に
よ
り

異
な
り
ま
す
が
、
配
当
を
受
け
取
れ
れ
ば
実

質
的
な
保
険
料
が
さ
ら
に
安
く
な
り
ま
す
。

な
お
、
契
約
手
続
き
は
勤
め
先
で
行
い
、

告
知
の
み
で
加
入
で
き
ま
す
。
た
だ
し
年
一

回
な
ど
申
し
込
み
時
期
が
限
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
加
入
の
検
討
・
手
続
き
を
速
や
か
に

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
年
金
額
は
平
成
二
二
年
度
価
格

図表6　あるグループ保険と生命保険との比較

30歳 40歳 50歳 

日本生命「定期保険EX」（10年） 7,170円 1万800円 2万250円 

オリックス生命
「ファインセーブ」（10年） 4,920円 8,370円 1万7,280円 

ネクスティア生命
「カチッと定期」（10年） 3,250円 7,020円 1万6,230円 

損保ジャパンDIY生命
「1年組み立て保険」（1年） 4,770円 6,810円 1万3,320円 

●●グループ
「団体定期保険」（1年） 

2,610円
（15～35歳まで） 

3,510円
（36～40歳まで） 

7,020円
（46～50歳まで） 

▲▲グループ
「団体定期保険」（1年） 

3,240円
（15～35歳まで） 

4,350円
（36～40歳まで） 

8,760円
（46～50歳まで） 


